
「早期発見・早期治療」を実現するために

380件以上/日

「
早
期
発
見
・
早
期
治
療
」を
実
現
す
る
た
め
に

　県
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
防
止
の
た
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
対
策
を
講
じ
て
い
ま
す
。

「
早
期
発
見
・
早
期
治
療
」
を
基
本
原
則
と
し
て
、
保
健
所
の
体
制
や
P
C
R
検
査
体
制
の
強
化
を
行
う
と

と
も
に
、
県
民
の
皆
さ
ん
に
必
要
な
医
療
が
確
実
に
提
供
で
き
る
よ
う
病
床
確
保
な
ど
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
P
C
R
検
査
は
、
管
轄
の
保
健
所
の
指
示
に
基
づ
き
、
指

定
さ
れ
た
専
門
外
来
を
受
診
し
、
医
師
の
判
断
に
よ
り
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
県
で
は
、
保
健
所
へ
相
談
す
る
基
準

を
国
に
先
駆
け
て
緩
和
し
ま
し
た
。
ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
接
触
確
認
ア
プ
リ
（
C
O
C
O
A
）
か
ら
、
感
染
者
と

接
触
し
た
と
の
通
知
を
受
け
た
全
て
の
方
が
P
C
R
検
査
を

受
け
ら
れ
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
、
県
民
の
方
に

安
心
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
保
健
所
に
相
談
し
や
す
い
環

境
を
つ
く
り
、
多
く
の
方
が
P
C
R
検
査
を
受
け
ら
れ
る
よ

う
に
す
る
こ
と
で
、
早
期
発
見
に
つ
な
が
る
体
制
を
整
え
て
い

ま
す
。

　
行
政
機
関
に
お
け
る
P
C
R
検
査
の
実
施
件
数
は
、
人
口

比
で
全
国
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
身
近
な

地
域
で
迅
速
に
検
査
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
、
県
内
各
地
域
の

拠
点
的
な
医
療
機
関
に
検
査
機
器
な
ど
を
整
備
し
て
い
ま

す
。
現
在
、
１
日
当
た
り
、
約
２
６
０
件
の
P
C
R
検
査
が

可
能
と
な
っ
て
お
り
、
日
々
の
検
査
実
績
を
上
回
っ
て
い
る
の

で
、
十
分
な
検
査
余
力
が
あ
る
状
態
で
す
。
そ
の
た
め
、
早

期
に
P
C
R
検
査
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
、
検
査
の
翌
日
ま

で
に
検
査
結
果
を
出
す
こ
と
が
可
能
と
な
っ
て
い
ま
す
。
今
後

は
、
さ
ら
に
強
化
し
、
１
日
当
た
り
３
８
０
件
以
上
の
検
査
が

実
施
で
き
る
体
制
を
構
築
し
て
い
き
ま
す
。

県
民
が
相
談
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
を
推
進

P
C
R
検
査
体
制
を
強
化

PCR検査実施件数（7月1日～7月31日）

PCR検査可能件数

県の感染拡大防止対策の考え方

感染拡大防止対策のお願い！

感染者を誹謗中傷するのは止め、相談しやすい環境をつくりましょう！

●新型コロナウイルス接触確認アプリ（COCOA）をインストールしましょう

PCR検査実施件数の比較 
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現在
今後

約260件/日

指標 都府県 山梨県

930

東京都

183

神奈川県

237

静岡県

148

長野県

167

大阪府

389

P
C
R
検
査
体
制
を
強
化
し

感
染
者
の
早
期
発
見
を
目
指
す

1/15～7/31の間に行政機関が行った検査実施件数（人口10万人当たり）

※衛生環境研究所、医療機関、民間検査機関で行った検査実施件数の合計

十分な
検査余力

全国
トップクラス！

検査可能件数

早期に検査を受けることができ、検査の翌日までに検査結果が分かる万全の体制

未知のウイルスである新型コロナウイルスの発生

●人混みや３密のある場所を避けましょう
●身体的距離の確保、マスクの着用、手洗いなどを徹底しましょう

早期回復クラスターの発生・
感染拡大の抑制

② 
マスクを着用し、

　 咳エチケットを守る ③ 
手洗い

　 （30秒程度）① 
人との間隔は

　 できるだけ2m

2m

　COCOAは、新型コロナウイルス感染症の感染者と接触したとの通知
を受け取ることができるスマートフォンアプリです。
　山梨県では、アプリで感染者と接触が確認された方全員がPCR検査
を受けることができます。ぜひインストールしましょう。

　感染は悪でも罪でもありません。予防対策を徹底しても、感染するリスクをゼロにすることはできません。誰もが
新型コロナウイルスに感染する可能性があります。感染者を誹謗中傷するようなことは絶対に止めましょう。そし
て、もし、ご自身に感染を疑うような症状などがある場合はためらわずに最寄りの保健所にご相談ください。

App Storeからは
こちら

Google playからは
こちら

早期発見のためのPCR検査体制についてTopic1

・保健所への相談要件の緩和
・PCR検査体制の強化
・接触確認アプリの活用 など

早期発見
Topic1

・病床の確保
・医療機器の整備や資材の確保 など

早期治療
Topic2

現在、本県では、1日当たり約260
件のPCR検査が可能であり、最近
の１日当たりの検査実施件数を大
幅に上回っています。さらに、1日
３8０件以上の検査が可能となるよ
う準備を進めています。

行政機関におけるPCR
検査の実施件数は、人口
１０万人当たりで全国トッ
プクラスとなっています。

経済活動を止めることなく
安心して生活できる感染症に強い山梨

8月6日時点での情報を基に作成されています。
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「超感染症社会」への移行を目指して

　「若神楼」に、風呂、トイレ付きの客室を２１室確
保しています。看護師、保健師などが常に待機して
おり、必要な場合にはPCR検査のための検体を採
取する環境も整っているなど、療養するための体制
は万全でした。また、Wi-Fi（ワイファイ）環境、軽運
動施設があり、クオリティーの高い食事が提供され
るなど生活環境も充実しており、ストレスを感じるこ
となく過ごすことができました。

新
た
な
計
画
に
基
づ
き
、必
要
な
病
床
の
確
保
へ

宿
泊
療
養
施
設
に
お
い
て
も

適
切
な
医
療
と
快
適
な
環
境
を
提
供

　
県
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
に
備
え
、

ま
ん
延
期
に
発
生
す
る
患
者
数
を
新
た
に
推
計
し
ま
し
た
。

フ
ェ
ー
ズ
１
か
ら
フ
ェ
ー
ズ
４
ま
で
の
段
階
に
お
い
て
必
要
と
な

る
病
床
数
と
宿
泊
療
養
施
設
の
部
屋
数
を
設
定
し
、
目
標
で

あ
る
病
床
２
５
０
床
、
宿
泊
療
養
施
設
の
部
屋
１
０
０
室
を

確
保
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
民
間
施
設
と
協
力
を
図
り
な
が
ら
、
宿
泊
療
養
施
設
に
お

い
て
も
十
分
な
部
屋
数
を
確
保
し
て
い
ま
す
。検
査
に
よ
り
陽

性
と
な
っ
た
方
は
、ま
ず
病
院
に
入
院
し
、そ
の
後
、症
状
が
安

定
し
病
院
で
の
治
療
が
必
要
な
い
と
医
師
に
よ
り
判
断
さ
れ

た
場
合
は
、県
で
用
意
し
た
施
設
に
移
り
ま
す
。施
設
に
は
、医

療
ス
タ
ッ
フ
や
県
職
員
な
ど
が
常
駐
し
、
安
心
か
つ
快
適
に
過

ご
せ
る
体
制
が
整
っ
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
、
さ
ら
な
る
医
療
機
器
の
整
備
や
資
材
の
確
保
な

ど
を
進
め
て
い
き
ま
す
。ま
た
、透
析
を
受
け
て
い
る
方
や
が
ん

患
者
な
ど
特
別
な
配
慮
が
必
要
な
方
に
も
適
切
な
医
療
を
提

供
で
き
る
環
境
を
整
え
て
い
き
ま
す
。

官民一体で新型コロナウイルスに立ち向かう
県内の宿泊施設が無症状者、軽症者を受け入れ

病床確保計画

発動目安

確保すべき病床数

確保すべき
宿泊療養施設の部屋数 21室 21室 100室 100室

70床 130床 190床 250床

入院患者
30名以上

入院患者
60名以上

入院患者
120名以上

フェーズ 1
（警戒期）

フェーズ 2
（拡大初期）

フェーズ 3
（急速拡大期）

フェーズ 4
（まん延期）

病
床
の
確
保
と
医
療
提
供
体
制
の
充
実

患
者
の
早
期
治
療
に
向
け
て

【問い合わせ先】健康増進課  TEL 055-223-1493  FAX 055-223-1499

早期治療のための病床確保についてTopic2

北杜市内の宿泊施設「若神楼」では、無症状や
軽症の感染者の受け入れを行っています。若神
楼で療養することとなった場合を想定し、職員
が若神楼に体験宿泊した結果を報告します。

県では、新たな病床確保の計画を立てました。計画では、各フェーズにおいて、
確保すべき病床数と宿泊療養施設の部屋数を設定しています。

誰
も
が
安
心
し
て

医
療
を
受
け
ら
れ
る
山
梨
へ

感染症対策の
立案～実行の
一元管理

国内外公衆
衛生機関等との
独自チャンネル

構築

継続的な
知見の蓄積

医療物資
備蓄・訓練
計画立案
・実施

　山
梨
県
に
お
け
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
は
、
受
け
入

れ
体
制
や
医
療
資
材
の
備
蓄
な
ど
が
不
十
分
な
中
、
あ
る
意
味
ゼ
ロ
か

ら
の
ス
タ
ー
ト
で
し
た
が
、
そ
の
よ
う
な
状
況
に
あ
っ
て
も
、
先
手
対

応
・
事
前
主
義
の
方
針
の
も
と
、
短
期
間
で
態
勢
を
整
え
て
き
ま
し

た
。
県
で
は
、
今
回
得
た
経
験
や
知
識
を
今
後
に
生
か
す
た
め
、
感
染

症
対
策
を
一
元
的
に
担
う
疾
病
対
策
管
理
セ
ン
タ
ー
（
仮
称
）
を
来
年

度
中
に
創
設
し
ま
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
以
前
に
も
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
な
ど
、
新

し
い
感
染
症
は
発
生
し
て
い
ま
し
た
。し
か
し
、
こ
れ
ま
で
は
、
そ
の
時
々
で
得

ら
れ
た
経
験
や
知
識
な
ど
が
組
織
的
に
引
き
継
が
れ
て
お
ら
ず
、次
の
対
策
に

十
分
に
生
か
す
こ
と
が
で
き
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。今
回
の
感
染
症
に
よ
る
さ

ま
ざ
ま
な
厳
し
い
経
験
が
一
過
性
に
終
わ
り
、
ま
た
元
の
状
態
に
戻
っ
て
し
ま

う
こ
と
は
避
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
そ
こ
で
、こ
の
経
験
を
将
来
の
糧
と
し
、次
世
代
に
ま
で
し
っ
か
り
引
き
継
い

で
い
け
る
よ
う
、
疾
病
対
策
管
理
セ
ン
タ
ー（
仮
称
）を
創
設
す
る
こ
と
と
し
ま

し
た
。セ
ン
タ
ー
は
、感
染
症
対
策
に
関
わ
る
立
案
か
ら
実
行
ま
で
の
一
元
管
理

を
担
い
ま
す
。ま
た
、国
内
外
の
公
衆
衛
生
機
関
等
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築

す
る
な
ど
情
報
収
集
機
能
を
強
化
す
る
と
と
も
に
、感
染
症
に
関
す
る
情
報
を

県
民
の
皆
さ
ん
に
い
ち
早
く
、分
か
り
や
す
く
発
信
し
て
い
き
ま
す
。

　
県
民
の
皆
さ
ん
は
、
日
頃
か
ら
正
し
い
情
報
を
も
と
に
感
染
症
へ
の
理
解
を

深
め
て
い
た
だ
き
、感
染
リ
ス
ク
を
避
け
る
行
動
を
と
っ
て
く
だ
さ
い
。感
染
症

に
強
い
超
感
染
症
社
会
を
目
指
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

感
染
拡
大
防
止
を
徹
底
す
る

　
感
染
症
拡
大
防
止
対
策
に
当
た
っ
て
は
、
県
民
生
活
や
経
済
活
動
に
影

響
を
及
ぼ
す
休
業
要
請
な
ど
の
行
動
制
限
に
よ
る
対
応
を
避
け
、
早
期
発

見
・
早
期
治
療
と
感
染
拡
大
防
止
策
を
組
み
合
わ
せ
た
対
策
が
歩
む
べ
き

方
向
と
な
り
ま
す
。こ
の
た
め
、県
で
は
、早
期
発
見
・
早
期
治
療
を
徹
底
で

き
る
医
療
提
供
体
制
と
、
超
感
染
症
社
会
へ
の
移
行
を
加
速
さ
せ
る「
や
ま

な
し
グ
リ
ー
ン
・
ゾ
ー
ン
構
想
」
の
推
進
を
強
化
し
て
感
染
拡
大
防
止
の
徹

底
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

感
染
症
対
策
の
専
門
組
織 

「
疾
病
対
策
管
理
セ
ン
タ
ー（
仮
称
）」創
設
へ

藤井  充 

感染症対策の司令塔

疾病対策管理センター（仮称）

4つの特徴

【問い合わせ先】疾病対策管理センター（仮称）については  疾病対策推進グループ  TEL 055-223-1639  FAX 055-223-1309

「
超
感
染
症
社
会
」へ
の
移
行
を
目
指
し
て

　県
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
か
ら
県
民
の
皆
さ
ん
の
生
活

を
守
る
た
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
感
染
症
拡
大
防
止
対
策
を
講
じ
て
い
ま
す
。

　今
後
の
さ
ら
な
る
感
染
症
拡
大
防
止
に
向
け
、
感
染
者
の
早
期
発

見
・
早
期
治
療
の
徹
底
、
感
染
症
下
に
お
い
て
も
前
進
し
続
け
る
こ
と

が
で
き
る
社
会
（
超
感
染
症
社
会
）
へ
の
移
行
、「
疾
病
対
策
管
理
セ
ン

タ
ー
（
仮
称
）」
の
創
設
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

今
回
の
経
験
を
将
来
の
糧
に

感
染
症
に
強
い
山
梨
へ

超感染症社会

医療提供体制の
強化

やまなし
グリーン・ゾーン
構想の推進

感染者の
早期発見
早期治療

感染拡大
防止と

経済活動の
両立

確保済

確保済

快適に過ごすことができる部屋を提供（左上）
医療従事者などが常に待機（右上）
Wi-Fiも整備（左下）
朝食に提供されたサンドイッチなど（右下）

疾病対策管理センター（仮称）

 知事政策補佐官
（参与（感染症対策））

宿泊療養施設については  衛生薬務課  TEL 055-223-1488  FAX 055-223-1492

「早期発見・早期治療」を実現するために
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